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秩
父
夜
祭
の
太
鼓
の
音
も
賑
や
か
と

な
っ
た
11
月
29
日
よ
り
、
12
月
定
例
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
お
よ
び
議
員
提
出
議
案
、
請
願

な
ど
審
議
、
一
般
質
問
に
は
15
人
の
議

員
が
質
問
に
立
ち
、
当
局
の
見
解
な
ど

を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
、
議
会
で
は
市
民
の
皆
様
が
最
も

関
心
の
あ
る
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
秩
父
市

を
創
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
貴
重

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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12
月
定
例
会
の
最
終
日
に
議
員
提
出

議
案
の
意
見
書
６
件
が
提
出
さ
れ
、
審

査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

関
係
行
政
庁
等
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

切
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中
小
企
業
支
援
及
び

切
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な
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中
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企
業
支
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及
び
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策
を
求
め
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書

金
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支
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策
を
求
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る
意
見
書

１　

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
策
と

し
て
、
２
０
１
０
年
度
末
（
２
０
１

１
年
３
月
）
で
期
限
切
れ
と
な
る
中

小
企
業
金
融
円
滑
化
法
と
緊
急
保
証

制
度
を
再
延
長
し
、
保
証
枠
を
拡
大

す
る
こ
と
。

２　

成
長
分
野
の
事
業
に
取
り
組
も
う

と
す
る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、

官
民
フ
ァ
ン
ド
（
産
業
革
新
機
構
）

を
有
効
に
活
用
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

の
提
供
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。

３　

２
０
１
１
年
度
税
制
改
正
に
お
け

る
法
人
税
率
引
き
下
げ
の
財
源
確
保

は
、
中
小
企
業
に
配
慮
し
た
検
討
を

行
い
、
租
税
特
別
措
置
の
見
直
し
に

よ
っ
て
増
税
と
な
る
場
合
は
、
負
担

緩
和
策
を
講
じ
る
こ
と
。
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１　

医
療
関
係
者
や
地
域
保
健
担
当
者

を
対
象
と
し
た
研
究
会
を
早
急
に
実

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

Ｔ
Ｐ
Ｐ
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平
洋
戦
略
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携
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書
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１　

経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
は
、

交
渉
参
加
国
の
相
互
発
展
と
繁
栄
を

本
来
の
目
的
と
す
べ
き
で
あ
り
、
我

が
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
て
も
、

こ
の
目
的
は
達
成
で
き
な
い
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
我
が
国
の
食
料
安

定
保
障
と
両
立
で
き
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
へ
の
参
加
は
、
断
じ
て
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
政
府

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
方
針
は
撤

回
す
る
こ
と
。

２　

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
基
本
方
針
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
国
家
戦
略
の
一
つ
と
位

置
づ
け
て
い
る
食
料
・
農
業
・
農
業

基
本
計
画
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
食
の

安
全
・
安
定
供
給
、
食
料
自
給
率
の

向
上
、
国
内
農
業
・
農
村
の
振
興
を

損
な
う
こ
と
は
行
わ
な
い
と
の
基
本

を
貫
く
こ
と
。
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国
会
及
び
政
府
に
対
し
、政
府
が「
子

ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
基
本
制

度
案
要
綱
」
を
撤
回
し
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
育
ち
を
保
障
し
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
、
働
き
続
け
ら
れ

る
「
認
可
保
育
制
度
」
の
拡
充
を
図
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

施
す
る
こ
と
。

２　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
-１
母
子
感
染
対
策
協

議
会
を
全
都
道
府
県
に
設
置
し
、
検

査
体
制
、
保
健
指
導
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

３　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

感
染
者
お
よ
び
発
症
者
の
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

４　

感
染
者
お
よ
び
発
症
者
の
た
め
の

診
療
拠
点
病
院
の
整
備
を
推
進
す
る

こ
と
。

５　

発
症
予
防
や
治
療
法
に
関
す
る
研

究
開
発
を
大
幅
に
推
進
す
る
こ
と
。

６　

国
民
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
と
理
解
の
促
進
を
図
る
こ
と
。

７　

発
症
者
へ
の
支
援
、
福
祉
対
策
を

推
進
す
る
こ
と
。
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国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
そ
の
向

上
と
増
進
を
図
る
べ
き
責
務
を
負
う
国

の
所
管
大
臣
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険

へ
の
国
庫
負
担
増
額
の
措
置
を
、
求
め

ま
す
。
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禁
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止
を
求
め
る
意
見
書

　

政
治
活
動
等
に
要
す
る
資
金
は
、
個

人
献
金
や
政
党
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
企

業
・
団
体
か
ら
の
献
金
を
禁
止
す
る
よ

う
求
め
ま
す
。


